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　集中治療部 (ICU)では，主に院
内重症患者を集約化し，生命維持
装置の駆使や詳細な生命情報モニ
タリング，濃厚なマンパワーの投
入により，きめ細かで高度な患者
治療を行っています。当院 ICU
は1983年4床で開設され，そ
の後は重症患者の増加に呼応する
形で拡充し，今年度は16床に増
床しました。今回の増床の目的
は，高度救急救命センター開設に
伴って増加した重症救急患者への
更なる対応，ICU管理が望ましい

が ICUベッド不足のため入室出
来なかった手術患者へ対応，高齢
化に伴う重症患者および癌関連手
術患者数増加への対応，地域がん
診療連携拠点病院として先進医療
や難治癌に対する治療への集中治
療医学的サポート，そしてこれら
の集学的治療を通しての本県全体
の医療の質向上への貢献がありま
す。これらを，効率良く実施する
ために，8床は中・長期集中治療
管理を必要とする重症患者を対象
とした General ICU，残り8床

は術後集中治療管理を必要とする
手術患者を中心とした Surgical 
ICUに分けて運営することにしま
した。このことにより，重症患者
の治療の充実，術直後の患者管理
の安全性の向上，一般病棟の負担
軽減と効率化に寄与出来ると考え
ております。当院 ICUは，日本
では数少ないClosed ICU，つま
り各診療科の主治医制による
Open ICUではなく，ICU医 (麻
酔科医 )が中心となって治療する
体制です。麻酔科にとってはかな

り重い負担ですが，一般的には患
者予後は明らかに Closed ICU
が Open ICUに優ることが確認
されており，今後とも現システム
で対応していきたいと思っていま
す。しかし，本県麻酔科医不足は
深刻であり，それを考慮せずに本
県の医療の質向上を考えただけの
増床は無謀であったかもしれませ
ん。今後皆様の御協力なくして
は，立ち行かなくなる事があるか
もしれません。どうか御協力の程
宜しくお願い申し上げます。

弘前大学医学部
　附属病院長　藤　　哲

病院長からの一言
　─ ICU増床竣工式を開催─

先憂後楽

　ICU増床竣工式が去る平成25
年7月22日に附属病院外来診療
棟5階大会議室で開催されまし
た。式では，お忙しい中，三村申
吾青森県知事より祝辞（代読：山
中朋子青森県健康福祉部医師確保
対策監）をいただきました。ご参
列いただきました佐藤弘前大学
長，中路大学院医学研究科長はじ
め関係各位にこの場をお借りして

お礼を申し上げます。遅れは致し
ましたが，無事この日を迎えるこ
とができ安心しております。
　さて，今回の ICUの8床から
16床への増床により，高度救命
救急センターが三次救急医療機能
を十分果たせるよう後方支援ベッ
ドの役割の一層の強化とともに，
術後患者の集中管理を担当し病棟
スタッフの負担軽減を図ることが

各診療科等の紹介 臨床試験管理センターの設置【医療安全推進室】

ICU増床

日頃より，医療安全推進室の運
営にご理解とご協力をいただき，
ありがとうございます。
平成11年（1999年）に国内で

相次いで発生した衝撃的な医療事
故を受けて，わが国の実質的な医
療安全活動が始まりました。医療
安全推進室はこのような背景で，
平成13年6月に院内措置として
設置されました。当初は室長（副
院長が兼任）と看護師長の専任リ
スクマネジャー（GRM）1名，医
事課職員2名で発足しましたが，
平成18年4月に病院長直属の組
織として位置づけられ，病院を挙
げて強力に医療安全活動を推進し
ていく体制が整いました。現在の
専任スタッフは，室長を兼ねる医
師GRM（准教授）と2名のGRM
（看護師長，薬剤部主任薬剤師），
および事務職員1名の計4名で
す。この他に，兼任の医療安全推
進室員（医師2名，看護師2名，
薬剤師1名，臨床検査技師1名，
診療放射線技師1名，臨床工学技
士1名，医事課長）のご協力をい
ただきながら運営されております。
当室の役割は，特定機能病院と

して患者さんに安全・安心な医療
を提供するためのしっかりとした
基盤作りとその展開を，皆さんと
ともに推進していくことでありま
す。具体的な業務として，皆さん
から日々報告いただくインシデン
トレポートの分析により，医療現
場に潜むリスクをいち早くとらえ
て改善策をフィードバックし，医
療事故の防止を図っています。毎
週の定例会議では，インシデント
レポート事例について多職種の医
療安全推進室員とともに，多面的

平成25年7月1日，旧治験管
理センターを母体として，臨床試
験管理センターが設置されまし
た。本センターは，1）質の高い治
験を安全かつ迅速に実施するこ
と，2）医師主導治験及び研究者主
導臨床研究が科学的に適正かつ円
滑に実施されること，を2大目標
に，活動を行っています。
新しい薬や機器は，世の中に出

る一歩前の最終テスト（治験）とし
て，ボランティアの患者さんに実
際に使用され，その効き目や安全
性が厳しく評価されます。治験で
は，質の高い結果を出すと同時
に，患者さんの安全を最大限に確
保する必要があります。本セン
ターでは，治験の計画等を十分に
検討し，患者さんへの細やかなケ
ア，治験実施者・治験依頼者への
迅速・柔軟な対応を常に心がけて
活動しています。
大学病院は，「教育」，「診療」そ

して「研究」をその使命とします。
本センターは，世界的に進むエビ
デンスに基づいた標準医療（EBM）
に必要な科学的根拠を確立し，世
界に発信すべく，科学的に適正な
臨床研究を円滑に実施するための

体制整備を進めています。
臨床研究は，ヒトを対象に観察

ないし介入を行い，医療技術の有
用性を科学的に評価することを目
的とします。質の高い臨床研究と
は，適切な計画が企画立案され，
倫理指針に準拠して実施され，得
られたデータの信頼性が担保され
た研究である，といえます。しか
しながら，多忙な研究者（医師）の
みでは質の高い臨床研究の実施は
困難であり，臨床研究コーディ
ネーター，データマネジャー，事
務等による臨床研究の支援が重要
となってきます。
私たちは，「治験・臨床研究を

通じ，次世代に優れた医療を残
す」ことを目標に，日々活動して
います。しかし，臨床試験管理セ
ンターはあくまでサポーターであ
り，その存在価値を発揮するため
には，院内の治験・臨床研究実施
アクティビティの向上が不可欠と
思われます。皆さまの更なるご理
解とご支援をよろしくお願いいた
します。
（臨床試験管理センター　　　　　　　 

副センター長　板垣史郎）

な検討が行われます。レベル３ｂ
以上の事例は報告を受け次第，随
時検討会を開催して問題点の追究
と改善策が検討されます。事故を
未然に防ぐためには，安全意識の
向上が不可欠であり，研修会や講
演会を通じた安全文化の醸成にも
努めています。ご存知のように，
当院では医療安全関連の委員会と
して「リスクマネジメント対策委
員会」と「事故防止専門委員会」が
あり，毎月開催されます。医療安
全推進室はこれら委員会の運営に
あたるとともに，60余名の部署
リスクマネジャーで構成される
「事故防止専門委員会」からはマ
ニュアルの作成や院内体制の標準
化活動等々の強力な支援をいただ
いております。皆さんとともに当
院の医療の質向上に寄与すべく，
地道な努力を続けています。
対外的には，国立大学附属病院

医療安全管理協議会の一員とし
て，大学間の医療安全に関する情
報交換を行うとともに，安全管理
体制の外部評価である「相互
チェック」に関わっています。ま

た，日本医療機能評価機構の「医
療事故収集等事業」と「ヒヤリ・
ハット事例収集事業」へのインシ
デント・アクシデントの登録業務
を行っています。地域活動とし
て，近隣の6医療機関と医療安全
に関する情報共有と相互支援を目
的とした「医療安全地域ネット
ワーク会議」を設け，事務局とし
ての役割を担っています。
医学科および保健学科の医療安

全の卒前教育にも積極的に関わ
り，BSL学生への医療安全面から
の指導も行っています。
医療の技術革新とともに医療プ

ロセスの多様化と複雑化が進んで
いる現代医療のキーワードのひと
つは“チーム医療”だと思います。
チームの高いパフォーマンスは確
かなタスクワークとチームワーク
により得られるものです。当院の
医療安全活動をより実りあるもの
にしていくためにも，皆さんとの
チームワークが必要です。今後と
もご支援，ご協力のほど，よろし
くお願い申し上げます。

（医療安全推進室　室長　福井康三）

集中治療部長　廣田和美

可能となりました。
　総事業費は約10億円で，その
約半分を県の補助金より，残りを
本学の自己財源から拠出していた
だきました。スタッフに関して
は，医師3名・看護師26名・臨
床工学技士1名の増員を法人に
お認めいただき，配置した所で
す。ご配慮いただいた関係各位に
深く感謝致します。
　本来は，昨年の4月に始まり本
年3月中に終了し4月よりOpen
の予定でした。しかし，従来の
ICU機能及び病院の機能をできる
だけ維持した状態でしかも手術場
の直下での工事ということもあ
り，いろいろな制約が生じること
となり工期が遅れ，結局８月１日
よりの診療開始となりました。
しかしながら，ICU業務や繊細な
手術が今に始まったわけではない
ので，『いろいろな制約』という
のは企画あるいは設計の段階で十
分予想されたわけで，私ども病院

側としては不満が残ったところで
した。
　今後これを機に，病院機能のさ
らなる向上をめざし職員の皆様と
ともに努力します。最後になりま

すが，この紙面をお借りして，今
回の ICU増床工事にご尽力いた
だいた各方面の方々に感謝の意を
表します。

ICU前でテープカット
右から，中路大学院医学研究科長，江羅総務担当理事，
佐藤弘前大学長，山中青森県健康福祉部医師確保対策監（青森県知事代理），
藤病院長，廣田集中治療部長
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「外科手術体験セミナー in 弘前」を終えて

七夕飾り・納涼祭り

ペーパーレス会議システム導入

弘前ねぷたまつり

車椅子寄贈

インシデントレポート奨励賞を受賞して

　南塘だより第71号をお届けします。原稿をお寄せいただきました皆
様ありがとうございました。昔は，ねぷたが終われば秋風が吹く，と言
われていたものですが，ここ数年はお盆を過ぎても暑い日が続くように
なっているようです。震災後，節電の夏というスローガンを目にするこ
ともあり，暑さ対策をして過ごすようになりましたが，どうしてもエア
コンに慣れてしまった身体には厳しく感じられます。夏が暑いほど紅葉
は美しく，冬は厳しいと言われていますが，今年はどうなるのでしょう
か ?　皆様も，季節の変わり目に体調など崩されませんように，ご自愛
下さい。 （病院広報委員 N.S.）

【 編集後記 】

6月29日，医学部コミュニ
ケーションセンターにおいて「外
科手術体験セミナー in弘前」を開
催しました。このセミナーは私た
ち医療従事者自身が病院から外に
出て現地で子供たちと触れ合うこ
とにこだわり，2009年から青
森市，八戸市，五所川原市，むつ
市で行ってきました。今回は初の
弘前市で開催となりましたが，弘
前市周辺地区の高校生56名に加
えて小学生47名が受講しました。
午前の部は小学校6年生が対
象です。糸結びの練習に続いて，
医学生に先導されながら4つの
模擬手術を順に体験しました。術
衣を纏い，電気・超音波メスを実
際に使用して豚・鳥肉を相手に

「手術」を
しました。
スーチャリ
ン グ コ ー
ナーでは，
術者と助手
に分かれて
閉腹操作を
体験しまし
た。腹腔鏡
手術の鉗子
操作体験も
予想以上に

様になっていました。最初は緊張
した表情が見受けられましたが，
閉会式の頃には，皆，疲れも感じ
させない元気な笑顔が見られまし
た。弘前大学医学部の紋章の入っ
た修了証書の授与，そして自動縫
合器を使う際の合言葉「ファイ
ヤー」の掛け声でセミナーは終了
となりました。
午後の部は高校生が対象です。

小学生版に加えて計７つの模擬手
術を体験しました。腹腔鏡手術シ
ミュレーターコーナーでは，執刀
医とスコピストに分かれて胆嚢摘
出術を体験してもらいました。
「医学生，研修医でも少し難しい
かな？」と思う課題でも，器用に
達成する子供たちの能力には毎回

驚かされます。三時間半を超える
セミナーは終始活気あふれる雰囲
気のまま終了となりました。アン
ケートを見ると，高校生の参加動
機は，「医療職の興味」であった
り「医学部受験への自己確認」で
あったり様々です。「普段は絶対
に体験できない貴重な内容だっ
た」「予想以上に皆さん明るいし
優しかった」「絶対に弘前大学医
学部に入学します」という意見が
非常に多く，セミナーの開催目的
は達成されているものと考えてい
ます。また「医学生と話ができて
有意義だった」という意見も多
く，医学生が参加することにも大
きな意義のあるセミナーだと強く
感じます。
研修医を含む医師37名，医学

生22名，医療機器企業からの協
力者を含めると総勢80名を超え
るスタッフがボランティアとして
参加しました。佐藤学長，藤病院
長にも参加していただき，貴重な
お話を頂戴しました。県・市教育
委員会をはじめ，多くの方のご協
力があって成り立っているセミ
ナーだとあらためて感じておりま
す。この場をお借りして感謝申し
上げます。

（消化器外科　講師　和嶋直紀）

【七夕飾り】
7月2日から7日まで，正面玄
関の一角に七夕の笹を用意しまし
た。患者さんをはじめ，笹の前を
通る方々に思い思いの願い事を込
めた短冊を飾っていただきまし
た。 用意した短冊が足りなくな
り，何度も補充したところ，たく
さんの願い事が笹に飾られまし
た。また，より高いところに飾ろ
うと，背伸びしながら枝をたぐり
寄せている子供の姿が印象的でし
た。
皆さんの願い事が叶いますよう
に…。

【納涼祭り】
7月30日，病院正面玄関横で
納涼祭りを開催しました。入院中
の患者さんに，ご家族やお友だち
と一緒に「宵宮」のような雰囲気
を味わってもらいたいと思い，今
年もヨーヨーつり，スーパーボー
ルすくい，的あて，輪投げ，千本
つりなどを準備しました。
蒸し暑い時間帯にもかかわら
ず，多くの患者さんたちが集まっ
てくれたので，とても賑やかに開
催することができました。 ヨ ー
ヨーつりやスーパーボールすくい

弘前大学医学部附属病院では，
院内諸会議のペーパーレス化を促
進し，事務の効率化及び経費削減
を図るため，「ペーパーレス会議
システム」を導入しました。
このシステムは，米アップル社
の iPad端末を利用し，1台の
Mac PCから最大32台の iPad
にネットワークを使用せずUSB
メモリ接続により資料の一斉送信
が可能であり，これにより情報漏
洩などのリスクも事前に回避でき
るなど，セキュリティ面での強化
も図られています。
また，専用のタブレットPC管
理カートを使用することで，
iPadの管理・保管及び充電作業
の効率化を実現することができ，
今後，ペーパーレス会議システム

　津軽地方の伝
統行事「弘前ね
ぷたまつり」が
8月1日から7
日間行われまし
た。弘前大学の
ねぷたも大学と
地域住民との交
流を図ることを
目的として，１
日，5日，6日
の3日間参加
し，昭和39年
に初参加以来，
連続50年の出陣を果たしました。
　１日には，附属病院外来診療棟
正面駐車場において，小児科に入
院中の子供達や保護者，医師，看
護師，事務職員等による「小型ね
ぷた」が運行されました。本学は
やしサークル「弘前大学囃子組」
等による太鼓と笛の音にあわせ

て，子供達は「ヤーヤドー」と元
気な掛け声を響かせ，津軽の短い
夏の夜のひとときを楽しんでいま
した。
　また，病院内では，外来待合ホー
ルにミニねぷたが飾られ，来院さ
れた方々にも好評でした。

（総務課）

　本院は平成25年6月
21日，黒石市在住の田
澤隆さんより，車椅子１
台の寄贈を受けました。
　田澤さんは５年前心臓
発作のため黒石病院に搬
送され，その後本院に転
院し治療を受けられまし
た。「２つの病院の緊密
な連携により命を救っていただ
き，治療後５年間無事経過したこ
とに対する感謝を形として表した
い」と，黒石病院及び本院への車椅
子の寄附を思い立ったとの事です。
　田澤さんと本院との間を取り
持っていただいた黒石病院事務局
次長小林さんも同席のうえ，病院
長室にて寄贈式が行われたのち，
同室にて5年前のエピソードを
改めてうかがうなど和やかに懇談

しました。病院長からは「患者さ
ん用の車椅子は混雑しているとき
に足りなくなることがあり，ご寄
贈いただけるのは大変ありがたい
です。」と感謝の言葉が述べられ
ました。田澤さんからご寄贈いた
だいた車椅子には寄贈記念プレー
トを掲示し，外来待合ホールにて
来院される患者さんにご利用いた
だいております。
 （医事課）

　この度は思いがけず，このよう
な賞を頂きありがとうございまし
た。
　正直に申し上げますと初めに受
賞の連絡を頂いた際は，困惑の気
持ちが強かったです。なぜなら，
我々薬剤部では基本理念の一つと
して，「患者さんに安全で，適正
な薬物療法への貢献」を掲げてお
り，抗がん剤のような治療域と毒
性域が近接したハイリスク薬剤の
投与量や投与日程のチェックは，
薬剤師としての当然の責務である
と思っていたからです。しかし，
表彰式の際に受賞の要因が医療安
全における相互支援のツールであ

るツーチャレンジルールを実践し
たことによるものであること，そ
のツーチャレンジルールがどのよ
うなものであるかを説明して頂
き，納得がいきました。私は，
ツーチャレンジルールのことをこ
の時に初めて知ったのですが，一
度連絡を取って相手に伝えたいこ
とがうまく伝わらなかった場合，
もう一回は連絡をとるようにする
ことだそうです。確かに私自身，
日々の業務の中で，一度の連絡で
は言葉不足になってしまい，うま
く相手に伝えられなかったと感じ
ることはしばしばあります。その
ような場合には，一度連絡したし
もういいかな，となるのではな
く，やはりお互いが納得できるよ
う話し合うことが重要なのだと感
じました。
　今回学んだツーチャレンジルー
ルを実践していくのはもちろんの
こと，薬剤師としての研鑽を積
み，少しでも患者さんや皆様のお
役に立てるよう精進していきたい
と思います。

（薬剤部　中川潤一）

を活用することで紙資源のエコ化
にも繋がり，さらには会議担当者
の業務負担軽減やコピー代の縮減
での費用対効果により，経費抑制
への期待も高まっています。
なお，7月に開催された病院科

長会及び病院業務連絡会では，会

では，大人も童心に返って大いに
楽しんでいました。両手にいっぱ
いの景品を持って喜んでいる患者
さんたちの姿に，スタッフの方も
元気をもらいました。

運営に協賛してくださった団体
や企業，また，準備・運営・後片
付けに協力してくださったスタッ
フの皆さんには，この場を借りて
お礼申し上げます。 （医事課）

議の進行にも特に支障がなく，出
席者からは概ね好評を得られまし
た。 （総務課）


